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①
 

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

「
血
縁
代
価
」
説

② 

⑧
 

④
 

ー
相
続
の
「
生
活
保
障
」
的
機
能
の
限
界
ー

④

結

び

性
格
に
つ
い
て

わ
が
「
相
続
法
」

の
非
「
扶
養
法
」
的

目

次

①
本
稿
の
目
的

②
「
相
続
」
と
私
有
財
産
制
と
の
関
係

ー
「
楓
」
の
根
拠
の
前
提
ー

③
相
続
の
構
造ー
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
ー

一
、
本
稿
の
目
的

今
日
ま
で
日
本
民
法
の
相
続
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
主
張
が
な
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

被
相
続
人
の
相
続
人
に
対
す
る
自
然
の
愛
情

親
族
相
互
間
の
協
同
関
係三

松

本

暉

相
続
財
産
は

男
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っ
た
よ
う
な
子
が
、

家
族
の
協
力
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
「
家
（
族
）
共
有
財
産
」
で
あ
り
近
親
者
に
よ
り
当
然
に
承
継
さ
れ
る
ぺ
き
だ
、
等
々
の
主
張
。

し
か
し
、
第
一
説
で
は
相
続
欠
格
者
か
ら
の
相
続
権
剥
奪
の
正
当
性
や
相
続
人
の
廃
除
の
合
理
性
が
必
然
的
に
は
出
て
こ
な
い
し
（
吠

酎
闘
環
揺
輝
於
惰
）
、
第
二
説
を
と
っ
て
も
（
頭
1
正
虹
続
法
」
）
、
何
故
に
人
が
一
定
範
囲
の
近
親
者
に
だ
け
「
自
然
の
愛
情
」

を
い
だ
き
、
知
人
・
友
人
な
ど
が
そ
の
対
象
に
な
り
え
な
い
の
か
説
明
で
き
な
い
。
第
一
―
-
•
四
説
は
、
幼
年
期
か
ら
他
に
養
子
に
い

「
協
同
関
係
」

に
参
加
し
て
い
な
い
の
に
、

相
続
法
の
相
続
の
根
拠
の
説
明
と
し
て
は
、

な
ぜ
実
父
の
遺
産
に
つ
い
て
相
続
権
を
主
張
で
き
る
の
か
等
々
の

ヽ
相
続
欠
格
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
協
同
関
係
の
破
壊
者
」
と
い
う
こ
と
で
欠
格
）
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代

問
に
つ
い
て
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
し
百
者
と
み
な
す
の
が
当
然
だ
と
い
う
よ
う
に
説
か
れ
る
ー
中
川
「
大
要
」
一
七
八
頁

ど
の
説
も
部
分
的
に
し
か
妥
当
し
な
い
が
、

の
説
明
に
か
っ
て
用
い
た
「
縦
の
共
同
関
係
」
論
か
ら
、
「
家
」
連
続
性
の
理
念
を
払
拭
し
て
、
戦
後
に
提
唱
さ
れ
た
理
論
は
、
今
日

で
は
も
っ
と
も
無
難
な
根
拠
づ
け
に
思
わ
れ
、

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

そ
の
た
め
に

中
川
教
授
が
、

一
家
族

明
治
民
法
下
の
相
続
制
度

そ
の
支
持
者
も
大
へ
ん
多
い
。
中
川
旧
説
（
⑤
）
は
、
右
の
第
三
•
四
説
の
基
底
に
、

「
家
」
と
い
う
実
定
的
制
度
を
置
い
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
川
新
説
（
⑥
）
は
、
右
の
諸
説
の
上
に
、
相
続
が
生
存

「
名
義
上
の
主
体
を
失
っ
た
」
「
私
有
財
産
の
清
算
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

家
族
員
の
生
活
保
障
の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

と
い
う
財
産
承
継
の
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
を
附
加
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
く
「
有
限
家
族
に
お
い
て
、

次
の
意
味
に
せ
い
て
、

員
の
死
亡
に
あ
た
り
、
生
存
家
族
員
の
生
活
保
障
の
た
め
に
な
さ
れ
る
死
亡
家
族
員
の
遺
産
（
私
有
財
産
）
の
清
算
が
相
続
の
根
拠
で

「
大
要
」
一
八
一
頁
、
尚
、
旧
説
か
ら
新
説
へ
の
改
説
の
機
縁
等
に
つ
き
、
一
。

あ
る
」
と
＿
咄
皿
「
わ
が
半
生
の
記
」
・
家
族
法
大
系
巻
末
、
と
く
に
三
八
九
頁
参
照

こ
の
中
川
新
説
と
も
い
う
べ
き
第
六
説
は
、
い
わ
ぱ
各
説
の
綜
合
説
で
あ
り
折
衷
説
で
も
あ
る
が
、

で
の
新
説
た
り
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
六
説
で
は
「
生
活
の
保
障
」
と
「
家
族
の
協
力
関
係
」
と
い
う
二
つ
の
大
切
な
要
素
が

と
く
に
政
治
・
社
会
思
想
上
で
は
大
陸
法
系

重
視
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
す
で
に
一
・
ニ
の
学
者
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、
諸
国
の
学
者
が
、
相
続
権
否
認
論
に
対
抗
し

二
―
四

学
界
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

て
早
く
か
ら
と
り
上
げ
て
き
た
重
要
な
論
拠
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
否
認
論
の
思
想
的
要
点
は
、
「
貧
富
の
差
の
拡
大
」
「
不
労
所
得
に
よ
る
搾
取
」
な
）
、
相
続
の
根

ど
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
死
後
の
家
族
の
扶
養
」
は
厘
A

大
義
名
分
と
し
て
援
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
I
A
・
テ
ィ
エ
ー
ル
や
ル
ロ
ア
1
1
ボ
オ
リ
ュ
ー
な
ど

、
、
、
、
、
、
‘
っ
こ
（
中
川
「
相
続
の
生
活
保
障
的
機
能
に
つ
い
て
た
学
習
院
大
学
政
経
）
。
ま
た
ニ

拠
の
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
な
か

t
学
部
年
報
6
に
お
い
て
、
更
に
こ
の
点
は
拡
深
化
さ
れ
て
い
る

の
要
素
は
、
相
続
か
ら
「
家
」
共
同
体
の
思
想
を
払
拭
し
た
現
行
相
続
法
に
お
い
て
も
、

番
目
の
、

「
家
族
の
協
力
関
係
」

遺
産
が
普
通
一
般
に
い
わ
れ
る
私
有
財
産
と
ち
が
い
ー
つ
ま
り
帰
属
主
体
が
形
式
的
に
単
数
と
い
う
だ
け
に
終
ら
ず
ー
生
存
者
に
当

然
に
共
同
分
割
さ
れ
る
べ
き
も
の
、
被
相
続
人
の
死
亡
と
同
時
に
、
生
存
家
族
員
に
と
っ
て
共
同
財
と
し
て
分
割
を
せ
ま
る
も
の
、

と
い
う
論
理
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
川
新
説
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
学
者
に
よ
っ
て
受
け
取

ほ
ぼ
右
の
二
要
素
に
還
元
で
き
る
よ
う
で
あ
る
ー
た
と
え
ば
遠
藤
「
相
続
の
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
」
（
私
法

私
は
従
来
か
ら
、

日
本
相
続
法
の
相
続
根
拠
を
こ
の
よ
う
な
視
角
で
把
え
て
い
く
こ
と
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。
相
続
の
法
理
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
相
続
観
念
に
即
し
、
歴
史
を
経
て
変
化
し
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
右
の
①
ー
⑤

説
が
歴
史
的
相
対
的
に
は
一
応
の
合
理
性
を
も
ち
、
近
代
相
続
制
度
の
説
明
に
当
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
妥
当
な
一
面
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

•
第
十
七
号
・
八
九
頁
な
ど
）
。

り
方
も
多
少
ち
が
う
が
、

二
―
五

死
者
の

と
も
角
も
中
川
新
説
（
⑥
）
ー
以
下
、
単
に
通
説
と
よ
ぶ
ー
が
、
諸
説
の
中
で
は
、

私
有
財
産
制
ー
遺
言
自
由
の
原
則
ー
遺
留
分
制
に
よ
る
最
低
限
の
相
続
分
確
保
ー
一
定
の
法
定
相
続
制
の
原
則
ー
協
同
関
係
成
員
か

、
、
、
、

ら
の
相
続
権
剣
奪
制
で
特
色
づ
け
ら
れ
る
わ
が
相
続
法
の
、
相
続
の
根
拠
の
、
も
っ
と
も
合
理
的
な
説
明
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
か
し
、
相
続
法
が
ど
う
い
う
根
拠
で
特
定
親
族
に
遺
産
承
継
の
当
然
の
権
利
を
認
め
て
い
る
の
か
は
、
相
続
法
の
構
造
自
体
か
ら

導
血
ざ
わ
切
ば
な
が
な
い
。
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「
生
活
保
障
を
目
的
と
し
て
相
続
が
是
認
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
論
理
が
抽
出
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

市
民
法
秩
序
に
お
い
て
、
相
続
は
扶
養
と
共
に
、
家
族
の
生
活
保
障
の
た
め
に
両
輪
の
よ
う
に
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
両
者
の
構
造
的
差
異
の
た
め
に
「
生
活
保
障
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
全
く
異
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
相
続

が
、
た
と
え
ば
遺
留
分
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
「
生
活
保
障
」
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
続
法
と
扶
養
法
と
の
間
に
共

通
の
制
度
目
的
が
見
出
せ
る
よ
う
に
考
え
る
の
は
―
つ
の
錯
覚
で
は
な
い
か
。
更
に
い
え
ば
、
親
族
扶
養
に
お
い
て
は
、

障
」
が
こ
の
制
度
の
機
能
で
あ
り
「
根
拠
」
で
も
あ
る
の
に
対
し
、
相
続
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
「
生
活
保
障
」
の
機
能
を
期
待
さ

「
生
活
保
障
」
を
相
続
の
承
認
さ
れ
る
直
接
の
根
拠
と
考
え
て
よ
い
か
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
疑
点
か
ら
出
発
し
、
生
存
家
族
員
の
生
活
保
障
は
決
し
て
相
続
の
重
要
な
機
能
た
り
え
な
い
こ
と
、
ま
し

て
相
続
の
承
認
さ
れ
る
根
拠

(11制
度
目
的
）
，
と
し
て
、
扶
養
な
い
し
生
活
保
障
を
あ
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
む
し

ろ
、
相
続
と
扶
養
と
の
間
に
は
、
法
理
念
的
に
も
現
実
に
果
す
機
能
の
上
で
も
明
ら
か
な
対
立
の
あ
る
こ
と
を
考
察
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

通
説
は
、
相
続
の
根
拠
に
生
存
家
族
員
の
生
活
保
障
を
設
定
し
、
相
続
法
が
法
定
相
続
を
原
則
と
し
、
遺
言
相
続
に
も
遺
留
分
制

を
併
存
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
手
が
か
り
に
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
扶
養
法
と
の
間
に
制
度
的
理
念
の
共
通
性
さ
え
み
ら
れ
る

「
相
続
の
根
拠
は
生
存
親
族
員
の
生
活
保
障
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
場
合
に
は
、
相
続
も
広
い

と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

意
味
で
の
扶
養
の
一
種
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
：
・
…
…
こ
の
よ
う
に
、
家
族
法
の
中
で
扶
養
こ
と
に
広
義
の
扶
養
の
占
め
る
比
重

は
き
わ
め
て
大
き
い
…
…
」
（
匹
聾
謡
嬰
疇
腎
配
泡
謬
雰
麟
疇
置
鑓
紐
『
痒
）
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
相
続
と
扶
養
と
の
機
能
的
関
連
理

、
、
、
、
、

解
の
必
要
は
前
言
の
通
り
で
あ
る
が
、
広
義
の
扶
養
な
る
概
念
に
両
者
が
包
摂
で
き
る
と
み
る
こ
と
は
全
く
危
険
で
あ
る
。
現
代
の

れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

日
本
相
続
法
の
構
造
か
ら
、

二
―
六

「
生
活
保
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

相
続
制
度
は
、
ま
さ
に
そ
の
基
底
に
お
い
て
非
「
扶
養
法
」
的
で
あ
る
。
以
下
に
検
討
す
る
よ
う
に
、

そ
、
相
続
の
唯
一
の
根
拠
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
生
活
保
障
的
機
能
も
、
生
存
家
族
員
が
、
帰
属
主
体
を
失
っ
た
私
有
財
産
の
私
的

入
手
に
よ
る
私
的
権
力
の
独
占
」

(
P
r
o
u
d
h
o
n
,
Riviere, 1
9
2
6
.
)

だ
か
ら
で
あ
る
。
相
続
の
根
拠
が
、

的
な
も
の
で
あ
る
か
は
、
扶
養
法
と
の
対
比
に
お
い
て
鮮
明
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
相
続
」
と
私
有
財
産
制
と
の
関
係

ニ
ー
七

「
私
有
財
産
制
」
の
保
護
こ

「
貧
困
の
救
済
」
で
あ
る
よ
り
以
上
に
、

「
不
労
所
得
の

性
質
の
反
射
的
効
果
と
し
て
受
益
の
恩
恵
に
浴
す
こ
と
の
経
済
的
側
面
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
扶
養
法
の
「
生
活

保
障
」
は
常
に
「
貧
困
の
救
済
」
で
あ
る
。
し
か
し
相
続
法
の
そ
れ
は
、

い
か
に
非
「
生
活
保
障
」

「
個
人
が
自
由
に
支
配
し
う
る
財
産
（
私
有
財
産
）
の
制
度
が
で
き
て
相
続
の
制

財
産
が
発
生
す
る
と
直
ち
に
相
続
が
起
る
わ
け
で
は
な
い
…
…
」
（
鰤
ぎ
「
暉
暉
霧

9
。
相
続
の
起
源

と
な
り
う
る
私
有
財
産
の
原
初
的
観
念
の
把
握
こ
そ
、
私
有
財
産
制
と
相
続
財
産
制
と
の
内
的
関
連
・
後
者
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す

る
条
件
で
あ
ろ
う
。
中
川
教
授
に
よ
れ
ば
、
私
有
財
産
発
生
期
に
は
、
経
済
貨
財
の
大
部
分
が
団
体
所
有
で
あ
り
、
武
器
・
耕
具
な

ど
交
換
価
値
の
少
い
身
辺
小
動
産
だ
け
が
私
有
の
対
象
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
そ
れ
ら
は
持
主
の
排
他
的
支
配
に
属
し
て
い
た
点
で

「
私
有
財
産
」
だ
っ
た
が
、
未
開
人
心
理
と
し
て
、
身
辺
小
動
産
を
持
主
の
人
格
の
一
部
分
と
考
え
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
持
主
が

死
ね
ば
一
し
ょ
に
埋
め
た
り
焼
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
財
産
相
続
の
観
念
は
う
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

農
耕
技
術
が
進
み
財
貨
も
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
持
主
の
死
亡
と
共
に
、
財
産
を
埋
め
た
り
焼
い
た
り
す
る
風
習
が
衰
え
、
誰
か
が

度
も
う
ま
れ
る
…
…
し
か
し
、

財
産
が
発
生
し
な
い
間
は
、
相
続
も
あ
り
え
な
い
。

二、

|
「
相
続
」
の
根
拠
の
前
提
ー
ー
・

515 



く
の
学
者
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

個
人
性
は
個
体
の
外
面

・
「
人
格
の
拡
張
」

(
e
x
t
g
s
i
o
n
d
e
 la 
personnalite) 

遺
産
を
「
相
続
」
す
る
と
い
う
観
念
が
起
る
と
い
わ
れ
る
。
最
初
は
、
家
族
・
氏
族
な
ど
の
集
団
の
所
有
・
相
続
の
意
識
が
強
く
、

個
人
的
所
有
・
相
続
の
制
度
は
弱
か
っ
た
と
さ
れ
る

(I廷
頁
四
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
レ
ヴ
ィ
1
1
プ
リ
ュ
ル
の
論
述
は
少
し
異
る
。
未

「
こ
れ
ら
の
物
品
は
、
人
格
か
ら
分
離
で
き
な
い
も
の
、
人
格
の
一
部
分
、
ま
さ

に
人
格
そ
の
も
の
で
あ
る
」

(
C
e
s
objets 
sont inseparables 
d
e
 sa 
p
e
r
s
o
n
n
e
 :
 ils 
e
n
 font partie, 
ils 
sont l
u
i
-
m
~
m
e
)

。

そ
こ
で
は
「
財
産
」
は
、
人
格
の
「
附
属
物
」

(
u
n
e
a
p
p
a
r
t
e
n
a
n
c
e
)
 

と
表
現
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る

(
A
m
e
primitive, 
pp. 
1
4
1
ー2
.
)
。

だ
け
に
止
ま
り
は
し
な
い
。
彼
ら
は
、
た
と
え
ば
身
体
の
場
合
、
分
泌
物
や
排
泄
物
す
な
わ
ち
、
毛
髪
・
瓜
。
涙
。
大
小
便
等
々
が

自
分
の
身
体
の
外
ヘ
ー
彼
の
上
に
拡
が
り
ま
た
は
彼
か
ら
出
て
い
く
こ
と
を
『
拡
張
』
と
み
な
す
。
…
…
そ
れ
ら
は
、
脚
や
手
や
心

臓
や
頭
と
同
じ
資
格
で
、
彼
自
身
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
葉
の
最
も
完
全
な
意
味
に
お
い
て
彼
に
属
す
」

(
A
m
e
primitive, 

pp. 1
3
3
-
4
.
)
。
お
よ
そ
、
個
人
の
拡
張
・
附
属
物
と
み
ら
れ
る
物
は
、
個
人
所
有
の
対
象
と
み
ら
れ
、
第
一
に
、

同
様
に
神
聖
な
も
の
」

(la

propriete 
est
器
cree,
c
o
m
m
e
 la 
p
e
r
s
o
n
n
e
 e
l
l
e
,
m
~
m
e
)

、

「
附
属
物
は
所
有
者
と

と
も
に
消
滅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

(ses
a
p
p
a
r
t
e
n
a
n
c
e
s
 d
o
i
v
e
n
t
 disparaitre 
a
v
e
c
 lui.)
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
茄
お

、
、
、

死
者
が
個
人
的
に
所
有
し
て
い
た
財
産
を
破
壊
す
べ
き
だ
と
す
る
規
定
に
は
、
死
者
の
子
の
た
め
に
例
外
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

グ
リ
ン
ラ
ン
ド
の
ェ
）
。

る
。
例
え
ば
、
死
者
と
一
緒
に
釣
道
具
な
ど
を
埋
め
る
が
、
子
供
の
た
め
に
天
幕
を
残
す
と
い
う
エ
合
で
あ
る
。
（
ス
キ
モ
ー
人
な
ど

ま
た
、
子
は
亡
父
・
亡
母
の
所
有
物
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
例
も
あ
る
（
臼
江
匁
立
E
5
5
)
。
こ
れ
と
同
様
の
例
は
、

い
ず
れ
も
、
私
有
財
産
の
原
初
的
観
念
と
し
て
の
共
通
点
は
、
個
人
所
有
物
（
身
辺
小
動
産
）
や
身
体
か
ら
の
表
出
物
が
、
人
格
の

開
社
会
に
お
い
て
も
個
人
所
有
の
財
産
が
あ
り
、

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

「
未
開
人
に
と
っ
て
、

第
二
に
、

「
財
産
は
人
格
と

す
で
に
多

ニ
ー
八

516 



p
r
o
p
r
i
e
t
e
 
h
e
r
e
d
i
t
a
i
r
e
 
r
e
d
u
i
t
e
)

と
よ
ば
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
承
継
の
対
象
財
産
は
、
船
・
家
畜
・）

 

天
幕
な
ど
の
重
要
動
産
か
ら
、
距
に
応
武
器
や
釣
具
・
斧
な
ど
の
小
動
産
ま
で
及
ぶ
と
い
わ
れ
（
暉
野
5
注
這
連
噂
環
且

a芦
韮
bt共
ヽ

そ
れ
ら
は
ー
特
に
小
動
産
は
交
換
価
値
の
低
い
の
が
常
だ
が
ー
日
常
生
活
に
お
け
る
経
済
的
効
用
の
高
い
た
め
に
、
生
存
者
に
よ
る

、
、
、

使
用
が
是
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
部
の
限
定
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
私
有
財
産
制
の
原
初
的
型
態
の
下

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
、
生
存
者
の
生
活
利
益
の
た
め
に
「
遺
産
の
利
用
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
原
初
的
相
続
が
生
存
血
縁
者
の
利
益
の
た
め
と
い

、
、
、
、
、
、
、

う
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
論
、

単
に
「
道
具
な
ど
の
使
用
を
認
め
た
」
と
い
う
一
事
を

出
な
い
か
ら
、
生
活
財
の
利
用
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
扶
養
的
要
素
は
存
し
な
い
。
生
存
者
の
生
活
の
貧
富
と
は
無
関
係
に
、
生

活
の
発
展
と
便
宜
と
節
約
の
要
求
か
ら
、
遣
産
の
利
用
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
扶
養
1
1
生
活
保
障
を
目
的
に
し
た

と
は
い
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
包
括
的
な
財
産
承
継
を
意
味
し
え
な
い
。

用」

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

し
た
と
い
う
こ
と
自
体
で
あ
っ
て
、

し
か
し
、

二
―
九

血
縁
者
の
手
に
承
継
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
が

(
u
n
e
 

私
所
有
権
の
客
体
と
し
て
、
人
格
か
ら
分
離
し
て
「
財
産
」
を
観
念
し
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
、

す
る
と
か
、
所
有
権
の
移
転
と
し
て
の
相
続
な
ど
の
緞
念
は
存
し
な
い
。
や
は
り
、
財
産
相
続
の
観
念
は
こ
の
段
階
に
は
成
立
し
て

い
な
い
と
み
る
ぺ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
の
例
外
は
、
限
ら
れ
た
死
者
の
遺
物
（
死
者
の
人
格
の
一
部
分
）
を
生
存
血
縁
者
が
「
使

「
限
定
さ
れ
た
相
続
財
産
」

「
権
利
」
と
し
て
財
産
を
承
継

原
初
的
相
続
の
根
拠
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

る、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
例
外
」
ー
限
定
さ
れ
た
相
続
財
産
は
、
明
ら
か
に
生
存
血
縁
者
に
よ
る
遺
産
の
承
継
で
あ
り
・

こ
の
承
継
の
性
格
こ
そ
、

消
滅
文
ぎ
か
6
と
考
か
か
わ
‘

「
遺
産
」
な
い
し
「
遺
産
相
続
」
の
観
念
の
存
す
る
余
地
は
な
い
。
た
だ
、
プ
リ
ュ
ル
の
指
摘
す

拡
張
・
附
属
物
、
つ
ま
り
人
格
の
一
部
分
と
み
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

、
、
、

だ
か
ら
、
所
有
者
の
死
亡
と
共
に
私
有
財
産
も
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こ
う
し
て
、
私
有
財
産
制
の
成
立
過
程
で
、
死
者
の
私
有
財
産
の
う
ち
経
済
的
効
用
の
高
い
一
部
の
物
を
、
そ
の
ま
ま
廃
棄
せ
ず

に
生
存
血
縁
者
の
た
め
に
役
立
て
る
制
度
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
す
で
に
、
私
有
財
産
制
と
相
続
制
と
の
間
の
、
普

遍
的
な
接
着
点
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
私
有
財
産
制
を
前
提
と
し
て
相
続
制
度
が
成
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
相
続

制
度
を
媒
介
と
し
て
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
は
保
護
・
強
化
さ
れ
、
資
本
の
集
中
と
独
占
が
結
果
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

や
が
て
、
商
業
の
発
達
・
貨
幣
の
流
通
に
つ
れ
て
私
有
財
産
制
は
確
立
し
、
私
所
有
権
の
客
体
と
し
て
の
財
産
の
観
念
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
。
と
く
に
、
未
開
時
代
に
は
「
家
族
は
家
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
家
は
土
地
に
結
合
さ
せ
ら
れ
…
…
土
地
と
家
族
の
間
に
緊

「
分
割
さ
れ
な
い
神
聖
な
家
産
と
考
え
ら
れ
て
い
た
土
地
」
が
、
古
代
都
市
の
成
立
と
と
も
に
分
割
・
私
有

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(F.
d
e
 C
o
u
l
a
n
g
e
s
,
 Cite antique, p
p
.
 6
4
-
8
)
。
家
族
財
産
は
解
体
し
、
そ
の
代
り
に
個
人
財
産
が

拡
大
さ
れ
、
土
地
も
個
人
財
産
と
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
相
続
制
度
も
必
然
的
に
修
正
さ
れ
る
。
ま
ず
、
祖
先
の
祭
祀
を

司
る
義
務
を
も
つ
長
男
子
が
、
全
遺
産
の
上
に
相
続
権
を
認
め
ら
れ
、
後
に
は
、
長
男
子
以
外
の
者
に
も
遺
言
で
財
産
の
譲
渡
を
す

る
自
由
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
封
建
社
会
で
は
、
相
続
法
に
お
け
る
家
族
主
義
と
不
分
割
単
独
相
続
制
が
再
編
成
さ
れ
た

が
、
近
世
資
本
主
義
社
会
以
後
、
私
所
有
権
の
確
立
•
財
産
の
観
念
的
支
配
の
可
能
性
の
確
立
に
対
応
し
、
近
代
相
続
法
の
基
本
的

（
こ
れ
ら
の
相
続
観
念
の
史
的
発
展
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
木
村
「
相
続
法
に
お
）
。

け
る
家
族
主
義
」
斎
藤
還
暦
記
念
「
法
と
裁
判
」
四

0
五
頁
以
下
に
く
わ
し
い

性
格
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

近
代
相
続
法
の
原
則
は
、
家
制
度
に
伴
う
戸
主
・
家
族
の
身
分
を
前
提
と
し
な
い
点
で
は
、
純
粋
な
財
産
相
続
制
・
遺
産
相
続
制

．
で
あ
り
、
遺
言
相
続
を
遺
留
分
制
に
よ
っ
て
制
限
的
に
認
め
つ
つ
法
定
相
続
を
原
則
と
し
、
年
令
・
性
に
関
係
な
く
親
等
を
同
じ
く

す
る
相
続
人
は
、
共
同
均
分
相
続
を
な
す
こ
と
を
法
定
す
る
に
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
原
初
的
な
相
続
観
念
の
要
素
は
依
然
と
し
て
生

き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
を
ふ
く
む
家
族
生
活
の
物
質
的
甚
礎
と
な
る
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
の

密
な
関
係
が
作
ら
れ
」

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

か
く
て
、
近
代
相
続
法
に
お
け
る
、
相
続
の
根
拠
は
、
ま
さ
に
私
有
財
産
制
度
そ
の
も
の
、
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
の
分
配
の

要
求
そ
の
も
の
で
あ
り
、

「
生
存
家
族
に
よ
る
私
的
支
配
の
分
配
こ
そ
資
本
制
近
代
家
族
の
物
質
的
基
礎
の
確
保
に
な
る
」
と
い
う

事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
。
家
族
成
員
の
生
活
保
障
ー
扶
養
の
法
理
念
は
、
相
続
の
根
拠
（
な
い
し
制
度
目
的
）
に
存
し
な
い
。
相
続
の

生
活
保
障
的
機
能
も
、
遺
産
の
私
的
支
配
の
継
承
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
可
能
性
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
相
続
法
が
ロ
ー
マ
法
以
来
、

そ
の
最
初

相
続
人
に
対
し
て
「
保
障
」
し
よ
う
と
し
て
き
た
も
の
は
、
相
続
人
の
生
活
で
は
な
く
て
、
法
定
相
続
分
だ
っ
た
の
で
あ
り
（
の
も
の

巴
隷
珀
ヽ
勺
認
如
記
船
配
迂
迄
碩
認
項
認
約
誌
廷
）
、
法
定
相
続
分
の
保
障
な
い
し
遣
留
分
の
制
度
は
、
被
相
続
人
の
遺
産

へ
の
私
的
支
配
を
共
同
相
続
人
に
分
配
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
っ
て
、
相
続
人
の
生
活
保
障
の
た
め
の
制
度
と
し
て
ー
そ
れ
を
根
拠

と
し
て
ー
定
立
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
所
有
権
の
絶
対
性
を
基
調
と
し
た
、
近
代
民
法
以
後
の
相
続
制
に
お

い
て
最
も
著
し
い
。
と
く
に
二

0
世
紀
以
降
の
親
族
扶
養
法
が
、
社
会
保
障
の
肩
代
り
と
し
て
、
公
益
的
社
会
的
見
地
か
ら
扶
養
義

務
を
法
定
す
る
の
に
対
し
（
吟
迂
パ
娯
mエ
繹
認
紐
四
環
汀
疇
遺
鱒
暉
和
醗
環
叫
豆
い
0

そ
）
、
相
続
財
産
の
承
継
手
続
は
、
均
分
主
義
を
こ
そ

至
上
の
ル
ー
ル
と
し
、
相
続
人
の
経
済
状
態
の
判
断
（
ユ
炉
籠
環
囀
嗜
）
を
一
切
斥
け
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
乎
等
分
割
と
い
う
個
人
主
義
的
法
理
が
、
相
続
の
根
拠
と
し
て
再
確
認
さ
れ
る
の
J
全
空
る
。

に
共
同
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
は
合
理
的
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

継
続
し
て
い
く
上
で
、
そ
の
物
質
的
基
礎
へ
の
私
的
支
配
が
、

故
に
、
生
存
家
族
員
が
、
こ
の
私
的
支
配
の
分
配
又
は
独
占
に
伴
う
受
益
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
は
当
然
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

資
本
制
生
産
諸
関
係
の
下
で
の
基
本
的
生
活
単
位
で
あ
り
経
済
単
位
で
あ
る
、

、
、
、
、
、

「
生
存
家
族
員
」
「
近
代
家
族
」
が
、
成
員
の
死
後
も
社
会
的
存
在
を

（
世
帯
を
同
一
に
す
る
去
婦
・
親
子
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ら
基
本
）

的
身
分
関
係
の
延
長
の
親
族
も
含
め
て
ー
以
下
同
じ

こ
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市
民
法
秩
序
の
自
己
責
任
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、

「扶

相
続
の
構
造
は
、

三
、
相
続

： 

そ
の
時
代
の
私
有
財
産
制
の
性
格
に
規
定
さ
れ
て
く
る
が
、
現
代
の
私
有
財
産
制
に
お
け
る
私
的
支
配
の
性
格

は
、
無
限
に
自
由
・
絶
対
的
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
財
産
権
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
社
会
的
法
的
に
制
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
か
ら
現
代
法
の
相
続
の
根
拠
が
、
社
会
本
位
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
か
、
遺
留
分
制
や
法
定
相
続
制
が
「
生
存
家
族

員
の
生
活
保
障
」
の
た
め
に
定
立
さ
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
無
理
な
こ
と
は
既
述
し
た
。
そ
の
よ
う
な
「
保
障
」
は
、
現
代
に

一
体
、
私
有
財
産
の
私
的
支
配
ー
婚
姻
家
族
の
物
的
基
礎
の
保
持
の
た
め
の
そ
の

「
継
承
」
ー
全
面
的
保
護
は
、
す
ぐ
れ
て
資
本
主
義
的
個
人
本
位
的
な
要
請
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
相
続
法
が
社
会
本
位
の
二

0
世
紀

的
私
法
秩
序
の
一
環
と
し
て
定
立
さ
れ
て
い
る
に
せ
よ
、
相
続
の
構
造
自
体
は
、
あ
く
ま
で
資
本
主
義
的
個
人
本
位
的
法
理
で
貫
ぬ

か
れ
、

た
と
え
ば
社
会
保
障
的
観
点
か
ら
の
規
定
が
要
素
と
し
て
は
い
り
こ
む
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。
単
に
、
解
釈
学
的
操
作
に

よ
っ
て
、
相
続
の
構
造
の
中
か
ら
、
生
活
保
障
的
機
能
を
果
す
と
み
ら
れ
る
諸
要
素
を
抽
出
し
且
つ
積
極
的
に
解
釈
す
る
と
い
う
こ

（
社
会
主
義
国
家
で
承
認
さ
れ
て
い
る
相
続
法
の
性
)
0

と
が
可
能
な
だ
け
で
あ
る
格
・
法
理
に
つ
い
て
は
、
「
結
び
」
〔
1
〕
参
照

親
族
扶
養
も
ま
た
、
私
有
財
産
制
を
前
提
と
す
る
が
、
そ
れ
へ
の
私
的
支
配
の
自
由
が
、
扶
養
義
務
の
た
め
に
制
限
さ
れ
る
と
い

う
法
構
造
を
と
る
。

夫
婦
・
親
子
（
親
1
1
未
成
熟
児
）
間
に
課
さ
れ
て
い
る

助
」
義
務
が
夫
婦
。
親
子
と
い
う
基
礎
的
身
分
関
係
そ
の
も
の
の
維
持
の
た
め
に
合
理
性
を
も
つ
に
対
し
、
直
系
血
族
（
親
子
を
除
く
）

お
い
て
機
能
と
し
て
期
待
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

ー
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
ー
ー
＇

の

構

造

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

こ
と
、
不
合
理
性
と
強
行
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

。
き
ょ
う
だ
い
間
か
ら
、
三
親
等
内
親
族
間
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
る
「
扶
養
」
義
務
は
、
極
め
て
不
合
理
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
、
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
基
礎
的
身
分
関
係
で
も
な
い
限
り
、
理
由
な
く
他
人
の
た
め
に
出
費
し
扶
養
す
る
理

由
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
扶
養
義
務
者
の
範
囲
は
、
大
家
族
制
の
残
滓
だ
と
い
わ
れ
る
程
に
広
す
ぎ
、
そ
の
点
か
ら
い
っ
て
も

不
合
理
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
野
か
翫
整
‘
知
細
』
霞
燿
葎
j

江涵）。

し
か
し
、
制
度
と
し
て
実
定
化
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
存
在
目
的
な
い
し
制
度
の
根
拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
独

占
資
本
主
義
下
の
大
衆
の
窮
乏
化
過
程
で
、
社
会
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
定
立
に
伴
い
、
社
会
的
扶
助
（
公
的
扶
助
）
が
国
の
政
策
の

一
っ
と
し
て
広
く
承
認
さ
れ
、
た
だ
、
国
の
財
政
的
事
情
か
ら
、

を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
わ
ば
、
公
益
的
社
会
保
障
的
救
済
の
肩
代
り
と
し
て
、

正
当
性
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
場
合
で
も
、
三
親
等
内
親
族
の
扶
養
権
利
ー
義
務
の
発
生
要
件
と
し
て
、
家

庭
裁
判
所
の
審
判
で
「
特
別
の
事
情
」

方
の
要
扶
養
状
態
•
他
方
の
扶
養
可
能
状
態
の
発
生
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
嗅
麺
コ
如
七
）
。

か
く
て
扶
養
法
は
、

一
定
範
囲
の
近
親
者
に
貧
困
者
の
救
済
を
義
務
づ
け
る
の
も
や
む

の
存
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
さ
に
近
親
者
の

「
生
活
保
障
」
を
根
拠
と
し
て
定
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

支
配
の
自
由
に
対
す
る
制
限
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

、
、
、
、
、

合
理
的
根
拠
を
も
つ
も
の
で
な
い
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、

こ
の
よ
う
な
制
限
は
、

5
ぁ
）
。
親
族
扶
養
法
の
根
拠
は
「
生
活
保
障
」
自
体
で
あ
り
、

一
見
不
合
理
な
親
族
扶
養
の

直
系
血
族
・
き
ょ
う
だ
い
の
場
合
の
よ
う
に
一

自
己
の
所
有
財
産
へ
の
私
的

自
曲
。
臣
己
責
缶
か
原
理
ぃ
エ
文
配
が
わ
な
志
民

そ
の
不
合
理
性
は
扶
養
制
度
の
公
益
的
社
会
保
障
的
性
格

(11超
私
益

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
扶
養
制
度
に
お
け
る
こ
う
い
う
論
理
構
成
が
、
端
的
に
示
さ

性
）
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
と
い
う
建
前
が
と
ら
れ
る
結
果
、
強
行
性
を
も
っ
す
れ
る
の
は
、
生
保
法
等
で
の
親
族
扶
養
優
先
主
義
に
お
い
て

扶
養
の
構
造
に
お
い
て
特
色
的
な
点
は
、
形
式
的
・
均
一
的
で
な
い

、
、
、
、
、
、
、

法
秩
序
の
中
で
は
、

： 
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(4) 

右
の
結
果
｀
扶
養
に
お
け
る
強
行
性
が
出
て
く
る
。
具
体
的
に
は
、
扶
養
権
利
・
義
務
の
発
生
・
適
用
に
つ
い
て
、
当
事
者

の
間
に
感
情
的
不
和
の
あ
る
こ
と
は
問
題
に
さ
れ
な
い
（
疇
稿
年
頃
遷
逗
嘘
佃
痴
疇
頂
立
碑
↓
声
藍
疇
‘
「
-
畔
蜘
噸
苧
琴
鵡
雙
。
権
利
者
と

義
務
者
と
の
間
の
人
間
関
係
の
様
態
は
、
私
権
主
体
者
の
間
の
私
的
な
問
題
で
あ
る
か
ら
、
超
私
益
的
目
的
を
も
つ
扶
養
義
務

る
が
、
超
私
益
的
社
会
保
障
的
性
格
を
帯
び
る
。

(8) (2) (1) 

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

扶
養
の
権
利
ー
義
務
者
の
範
囲
は
形
式
的
に
法
定
さ
れ
て
い
な
い
。

て
、
当
時
者
の
数
や
順
位
が
き
ま
っ
て
く
る
が
、
こ
れ
ら
の
決
定
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
よ
り
も
当
事
者
の
協
議
が
優
先

す
る
（
噂
齢
訟
雌
町
芦
繹
翌
溢
）
。
元
来
、
不
合
理
な
扶
養
行
為
が
、
や
む
を
え
ず
、
「
生
活
保
障
」
の
た
め
に
扶
養
能
力
者

に
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
以
上
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
相
対
的
に
順
位
や
義
務
者
が
決
定
さ
れ
る
の
は
、
制
度
上

当
然
の
要
請
で
あ
る
。

扶
養
の
権
利
（
義
務
）
の
範
囲
（
碑
暉
加
輝
度
）
に
つ
い
て
も
、

に
よ
り
、
ケ
ー
ス
毎
に
決
定
さ
れ
る
。
協
議
不
調
の
と
き
だ
け
家
裁
の
審
判
に
よ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
法
律
で
均
一
的
に
定

め
ら
れ
て
い
な
い
（
導
翌
）
。

扶
養
法
に
お
け
る
不
合
理
性
は
、
結
局
、
そ
の
強
行
性
を
結
果
す
る
こ
と
前
言
の
通
り
で
あ
る
。
扶
養
請
求
権
は
、
親
族
関

係
の
効
果
と
し
て
発
生
す
る
点
で
身
分
権
的
で
あ
り
つ
つ
、

を
要
因
と
し
て
、
権
利
・
義
務
が
発
生
す
る
。
し
か
も
、

ニニ四

一
方
の
扶
養
能
力
•
他
方
の
要
扶
養
性
の
程
度
に
よ
っ

当
時
者
の
資
カ
・
職
業
・
健
康
・
社
会
的
地
位
な
ど
一
切
の
事
情

金
銭
債
権
な
ど
に
転
化
す
る
限
り
で
は
財
産
権
で
あ
り
、

概
本
的
に
応
‘

そ
の
故

に
「
不
合
理
性
」
が
具
体
化
す
る
と
い
わ
れ
る
が
（
恥
誌
已
雷
嘩
正
寧
這
蝉
釦
疇
）
、

ヽ序
の
中
か
ら
は
合
理
的
に
説
明
さ
れ
得
な
い
と
い
う
こ
と
の
反
射
で
あ
る
。
当
事
者
の
自
由
意
思
を
媒
介
と
せ
ず
に
客
観
状
況

権
利
発
生
原
因
が
市
民
法
秩

そ
の
権
利
・
義
務
は
、
私
法
上
の
そ
れ
の
形
式
を
与
え
ら
れ
て
は
い
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

必
要
上
、
た
と
え
ば
、
扶
養
請
求
権
（
ー
形
式
的
に
は
私
権
と
し
て
現
わ
れ
る
ー
）
が
、
義
務
者
に
加
害
の
意
図
を
も
っ
て
行
使
さ

れ
た
よ
う
な
場
合
、

多
数
の
扶
養
義
務
者
の
内
、

経
済
的
余
力

(11扶
養
能
力
）
の
程
度
か
ら
い
っ
て
後
順
位
な
る
べ
き
親
族
に
、

に
な
る
が
、
平
素
不
和
の
間
に
あ
る
親
族
に
対
し
、
引
取
扶
養
だ
け
を
請
求
す
る
と
き
は
「
濫
用
」
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
生
活
保
障
」
と
い
う
公
益
的
社
会
保
障
的
目
的
の
た
め
に
定
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
個
人
主
義

、
、
、
、

的
合
理
主
義
的
な
市
民
法
秩
序
か
ら
は
み
出
た
領
域
に
属
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
近
代
社
会
で
は
、
理
由
な
く
他
人

の
「
生
活
保
障
」
の
義
務
を
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
不
合
理
な
の
で
あ
り
（
鯰
暉

[3it）、
三
親
等
内
血
族

．
姻
族
間
は
無
論
、
直
系
血
族
。
き
ょ
う
だ
い
間
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
相
続
法
は
、
き
ょ
う
だ
い
に
つ

い
て
遺
留
分
を
認
め
ず
、
従
っ
て
被
相
続
人
の
意
思
―
つ
で
、
全
き
ょ
う
だ
い
を
相
続
利
益
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

点
だ
け
み
て
も
、
扶
養
法
が
、
不
合
理
と
は
い
え
、
き
ょ
う
だ
い
等
の
生
活
保
障
を
目
指
す
の
と
、
相
続
法
が
法
定
相
続
制
や
遺
留

、
、
、
、
、

分
制
に
よ
っ
て
、
生
存
家
族
の
生
活
保
障
を
ー
機
能
的
に
は
ー
結
果
し
う
る
と
い
う
こ
と
と
は
、
全
然
意
義
が
異
る
と
い
う
こ
と
が

尚
、
扶
養
に
お
け
る
強
行
性
の
問
題
と
な
ら
ん
で
、
そ
の
権
利
が
、
放
棄
・
譲
渡
な
ど
を
許
さ
な
い
点
も
、
相
続
権
と
大
い
に
異

し
か
し
、
こ
れ
は
扶
養
請
求
権
が
、
一
身
専
属
的
・
排
他
的
と
い
う
身
分
的
性
格
の
た
め
で
あ
っ
て
、
扶
養
法
の
強

る
（
嘩
知
八
）
。

行
性
の
結
果
で
は
な
い
。
ま
た
、
扶
養
の
程
度
・
方
法
の
決
定
の
際
に
は
、
当
時
者
の
相
続
関
係
が
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
の
が
通
説

扶
養
法
の
構
造
に
示
さ
れ
る
。
右
の
四
つ
の
性
格
は
、

何
れ
も
、
扶
養
の
制
度
が
、

ニニ五

個
人
の
意
思
や
契
約
を
媒
介
と
し
な
い
、

ま
ず
扶
養
請
求
を
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
前
述
⑱
の
問
題

権
利
の
濫
用
と
し
て
無
効
な
ら
し
め
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
影
響
を
与
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
｀

一
方
的
に
不
利
・
不
合
理
の
立
場
に
立
つ
扶
養
義
務
者
を
保
護
す
る
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で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
扶
養
能
力
（
ま
た
は
扶
養
必
要
度
）
の
判
断
の
前
提
で
あ
る
当
時
者
の
「
資
力
」
（
這
知
七
）
の
一
部
に
、

養
同
様
に
「
生
活
保
障
」
の
直
接
の
目
的
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

的
支
配
を
奪
わ
れ
ず
に
、

相
続

に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
（
ー
ま
た
は
今
後
取
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ー
）
財
産
も
算
入
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
相
続
が
扶

相
続
に
よ
る
財
産
承
継
は
、
元
来
私
有
財
産
の
私
的
支
配
を
相
続
人
に
独
占
、
或
い
は
分
配
さ
せ
生
活
上
の
利
益
を
得
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
が
（
既
述
）
、
家
族
が
資
本
主
義
生
産
諸
関
係
の
基
礎
的
経
済
単
位
と
し
て
、
そ
の
物
的
基
礎
と
し
て
の
私
有
財
産
へ
の
私

「
権
利
」
と
し
て
確
保
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
現
代
の
相
続
の
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く

ま
で
近
代
市
民
法
秩
序
の
中
に
合
理
的
合
目
的
的
存
在
理
由
を
も
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①
法
定
相
続
人
の
範
囲
ー
民
法
上
、
配
偶
者
と
直
系
卑
属
。
直
系
尊
属
・
き
ょ
う
だ
い
が
、

相
続
権
（
遺
産
の
包
括
的
継
承

権
）
を
有
す
る
と
劃
一
的
に
定
め
ら
れ
、

)

J

れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
同
時
存
在
の
原
則
」
に
従
い
、
相
続
開
始
当
時
（
嘉
恥
亡
5
-」
麟
国

竺
‘
一
許
紐
鱈
）
に
お
い
て
生
存
す
る
者
に
限
ら
れ
る
が
、
衡
乎
の
原
則
か
ら
胎
児
は
既
に
生
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
第
八
八

六
条
一
項
）
。
相
続
順
位
（
直
系
卑
属
↓
直
系
尊
属
↓
き
よ
う
だ
い
）
も
劃
一
的
に
法
定
さ
れ
、
代
襲
相
続
は
、
直
系
卑
属
と
き
ょ
う
だ
い

の
場
合
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い

(AtB応
吟
咋
ず
）
か
ら
、
直
系
尊
属
は
原
則
的
に
実
（
養
）
父
母
を
さ
す
。
だ
か
ら
、
右
の
相
続
順
位

の
た
て
方
は
、
被
相
続
人
の
遺
産
に
よ
る
生
活
保
障
の
必
要
度
の
高
い
生
存
親
族
ほ
ど
先
順
位
に
な
り
、
相
続
法
が
、
一
応
生
活
保

障
の
た
め
に
定
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
述
の
、
法
定
相
続
分
や
代
襲
相
続
制
の
検
討
で
く
つ
が

え
さ
れ
よ
う
。

大
切
な
の
は
「
相
続
欠
格
」
制
度
の
も
つ
意
義
で
あ
る
。
通
説
は
、
相
続
の
根
拠
を
「
被
相
続
人
の
生
前
に
お
け
る
協
同
関
係
」

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

二
二
六
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

に
求
め
、
こ
れ
を
破
壊
す
る
よ
う
な
者
が
相
続
権
を
失
う
の
は
当
然
と
い
う
が
、

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
欠
格
制
度
は
、
遺
産
に
よ
る

生
活
保
障
の
恩
恵
を
与
え
な
い
と
い
う
「
制
裁
」
の
制
度
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
欠
格
制
度
の
「
制
裁
」
は
、
被
相
続
人

、
、
、
、

と
相
続
人
と
の
間
の
協
向
関
係
の
破
壊
者
に
む
け
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
欠
格
事
由
（
第
八
九
一
条
）
の
内
、
被
相
続
人
自
身
に
対

、、

し
て
不
徳
・
不
正
行
為
を
働
い
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
事
由
は
、
同
時
に
（
被
相
続
人
の
）
殺
害
（
第
一
項
）
、
遺
言
意
思
の
侵
害
（
第

三
ー
五
項
）
と
い
う
違
法
行
為
と
し
て
把
え
う
る
。
ま
た
、
第
一
項
の
「
先
順
位
若
く
は
同
順
位
に
在
る
者
を
死
亡
す
る
に
至
ら
せ
、

、
、
、
、
、
、
、

又
は
至
ら
せ
よ
う
と
し
た
た
め
」
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
由
は
、
被
相
続
人
に
向
け
ら
れ
た
不
徳
行
為
で
は
な
く
、
ま
た
協
同

関
係
の
破
壊
行
為
と
解
す
る
の
も
不
合
理
に
思
わ
れ
る
。
共
同
相
続
は
、
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
の
分
配
を
意
味
す
る
。
共
同
相

続
人
は
互
い
に
競
争
相
手
で
あ
り
、
利
害
の
対
立
関
係
に
あ
る
わ
け
で
、
民
法
は
、
共
同
相
続
に
つ
き
、
順
位
の
先
後
、
同
順
位
者

間
の
均
等
を
法
定
し
、
利
害
の
対
立
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
他
の
共
同
相
続
人
に
向
け
ら
れ
た
非
行
は
、

違
法
行
為
と
し
て
競
争
か
ら
は
ず
さ
れ
、
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
分
配
か
ら
は
ず
さ
れ
る
と
い
う
、

さ
れ
る
と
み
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
協
同
関
係
の
破
壊
と
み
る
必
要
は
な
い
。
ま
し
て
、
第
二
項
の
制
裁
ー
~
「
被
相
続
人
の
殺
害
さ

れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
こ
れ
を
告
発
せ
ず
、
又
は
告
訴
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
欠
格
事
由
は
、
近
親
復
讐
が
義
務
と
さ
れ
て
い
た
時

代
の
、
近
親
者
の
（
社
会
的
）
非
行
と
い
う
意
味
を
も
つ
だ
け
で
あ
り
（
帽
徊

g霜
碓
暉
這
茫
l

-

匹
匡
認
穿
螂
暉
罫
-
呻
唸
鯰
埠
）
、
現
代
社

会
で
は
、
告
発
・
告
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
被
相
続
人
に
対
す
る
道
義
的
責
任
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
被
相
続
人
と
の
緊
密

な
協
同
関
係
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
説
明
は
と
う
て
い
あ
て
は
ま
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
こ
の
規
定
は
、
被
相
続
人
の

死
亡
に
よ
り
遺
産
承
継
の
受
益
に
浴
す
る
相
続
人
が
、
こ
の
利
得
だ
け
に
目
が
く
ら
ん
で
、
利
得
の
原
因
（
犯
罪
）
の
発
覚
を
お
く
ら

せ
る
よ
う
な
法
的
無
責
任
の
態
度
を
と
っ
た
と
き
、
私
的
支
配
の
．
分
配
か
ら
は
ず
す
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ニニ七

一
種
の
不
利
益
処
分
が
強
行
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（
反
社
会
的
行
為
）
は
そ
の
事
由
さ
え
発
生
す
れ
ば
、

判
決
や
意
思
表
示
を
要
せ
ず
当
然
に
生
ず
る
と
さ
れ
て
お
り
、
多
数
説
に
よ
り

被
相
続
人
が
欠
格
者
に
対
し
て
宥
恕
す
る
も
不
可
、
と
解
さ
れ
て
い
る
（
表
5
即
遠
哀
切
謳
知
‘
「
頭
Jll
」
「
戸
虹
言
f
i傭
皿
）
。
前
者
が
、
生
活

保
障
を
直
接
の
目
的
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
超
私
益
的
公
益
的
社
会
保
障
的
見
地
か
ら
の
「
権
利
」
を
承
認
す
る
以
上
、
し
か
も
親

族
扶
養
優
先
の
原
則
か
ら
、
こ
の
権
利
を
失
う
こ
と
は
生
活
の
危
機
を
招
く
た
め
、
．
そ
の
剥
奪
は
あ
り
え
な
い
の
に
対
し
、
後
者
で

は
、
民
法
は
、
生
活
保
障
の
た
め
に
相
続
権
を
認
め
て
い
る
の
で
な
い
か
ら
、
そ
の
剥
奪
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

相
続
人
の
廃
除
の
制
度
に
お
い
て
は
、
欠
格
制
度
に
み
ら
れ
る
強
行
性
が
存
せ
ず
、
扶
養
法
と
の
対
比
が
一
そ
う
明
ら
か
に
な
ろ

う
？
廃
除
事
由
は
、
主
い
い
で
被
相
続
人
に
対
す
る
虐
待
。
重
大
な
侮
辱
な
ど
の
非
行
に
限
ら
れ
（
噸
IA
ユ吐
k
)

、
被
相
続
人
の
廃
除
．

意
思
を
前
提
と
す
る
（
鴎
疇
翌
環
翌
ぼ
釦
5
杞
紅
量
蜘
項
直
を
）
。
も
し
、
相
続
の
根
拠
が
、
生
存
親
族
の
生
活
保
障
に
あ
り
、
且
つ
被
相

続
人
と
の
緊
密
な
協
同
関
係
に
あ
っ
た
相
続
人
だ
け
が
「
保
障
」
の
対
象
に
な
る
の
だ
と
し
て
も
、
虐
待
そ
の
他
の
個
人
的
関
係
の

如
何
だ
け
で
廃
除
で
き
る
と
い
う
制
度
は
、
扶
養
法
に
お
け
る
、
生
活
保
障
の
強
行
性
・
公
益
性
と
、
相
続
に
お
け
る
保
障
と
が
、

全
く
異
質
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、
相
続
の
根
拠
に
、
扶
養
法
的
な
「
生
活
保
障
」
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
、

ー
）
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、

「
違
法
行
為
そ
れ
自
体
の
た
め
に
、
失
権
す
る
の
だ
」
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
扶
養
請
求
権
の
剥
奪
な
い
し
扶
養
義
務
の
免
除
と
い
う
こ
と
は
、
法
制
度
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
に
、
相
続
欠
格

資
格
な
し
と
い
う
の
が
、

落
さ
せ
る
と
い
う
不
利
益
処
分
が
、
こ
の
制
度
の
狙
い
で
あ
っ
、
た
。
通
説
は
、
協
同
体
関
係
の
破
壊
者
に
、
相
続
の
利
益
を
う
け
る

、
、
、
、
、

の
次
の
よ
う
な
強
行
性
(
|
宥
怒
も
不
可

本
来
の
趣
旨
だ
と
い
う
（
中
川
「
大
要
」
な
ど
）
が
、

「
欠
格
」

相
続
欠
格
制
度
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
相
続
人
の
範
囲
を
法
的
に
制
限
す
る
役
割
を
果
す
。
共
同
相
続
人
は
、
私
有
財
産
へ
の
私

的
支
配
を
互
い
に
適
法
に
分
け
合
う
と
い
う
競
争
関
係
に
立
ち
、
む
し
ろ
、
こ
の
競
争
か
ら
違
法
行
為
者
を
「
欠
格
者
」
と
し
て
脱

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

二
二
八
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

こ
こ
で
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
被
相
続
人
の
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
分
配
に
あ
づ
か
る
た
め
に
は
、
被
相
続
人

と
の
間
に
一
種
の
信
頼
関
係
が
存
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
市
民
法
的
な
ル
ー
ル
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
相
続
欠
格
制
度
に
つ
い
て
も
妥
当
し
な
い
が
、
欠
格
制
度
に
お
い
て
は
、
相
続
人
の
被
相
続
人
に
対
す
る

「
違
法
行
為
」
そ
の
も
の
が
、
絶
対
的
な
除
権
の
原
因
だ
っ
た
か
ら
、
被
相
続
人
1
1
相
続
人
の
間
の
過
去
の
協
同
関
係
の
存
否
は
問

題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
廃
除
の
場
合
、
被
相
続
人
と
の
間
に
客
観
的
に
協
同
関
係
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
が
一
応
は
尊
重

さ
れ
る
に
せ
よ
、
私
的
な
感
情
・
意
思
の
如
何
だ
け
で
相
続
人
の
範
囲
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
遺
産
が
生
存
者
の
生
活
保
障

の
た
め
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
要
請
、

つ
ま
り
通
説
の
考
え
る
「
相
続
の
根
拠
」
が
、
こ
こ
で
は
貫
ぬ
か
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
む
し
ろ
、
他
人
か
ら
の
財
産
的
利
益
を
期
待
す
る
た
め
に
は
他
人
か
ら
の
信
頼
を
得
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
廃
除

制
度
の
ル
ー
ル
の
根
底
に
は
私
有
財
産
の
私
的
支
配
を
所
有
者
（
被
相
続
人
）
の
恩
恵
と
し
て
分
配
す
る
と
い
う
論
理
が
働
い
て
い
る

ょ
う
だ
い
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
通
説
の
「
相
続
」
観
に
立
て
ば
、
生
活
保
障
の
機
会
の
拡
大
を
可
能
に
す
る
手
段
で
は
あ

る
が
、
被
相
続
入
と
遣
産
の
継
承
者
（
ー
代
襲
相
続
人
）
と
の
間
に
、
緊
密
な
協
同
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
説
明
の
例
外

を
認
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
直
系
尊
属
に
つ
い
て
代
襲
相
続
を
認
め
な
い
民
法
の
立
場
ー
相
続
人
た
る
父
母
死
亡
の

と
き
に
祖
父
母
は
代
襲
で
き
な
い
ー
は
、
直
系
血
族
を
第
一
順
位
の
扶
養
権
利
者
と
す
る
扶
養
法
の
「
生
活
保
障
」
と
、
相
続
法
の

そ
れ
と
を
隔
絶
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
や
は
り
、
相
続
が
、
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
分
配
又
は
独
占
で
あ
り
、
資
本
主
義
生

こ
の
制
度
の
存
在
理
由
と
し
て
は
、

「
公
平
の
原
則
」

⑱
代
襲
相
続
制
（
第
八
八
七
・
八
八
九
条
）

こ
と
が
わ
か
る
。

ニニ九

「
生
活
保
障
の
機
会
の
拡
大
」
等
々
が
説
か
れ
て
き
た
。
直
系
卑
属
と
き
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「
代
襲
相
続
が
被
代
襲
者
を
中
心
と
し
た
相
続
で
は
な
く
、
被
相
続
人
を
中
心
と
し
た
相
続
で
あ

る
こ
と
を
承
認
」
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
わ
け
で
な
い
と
さ
れ
る

(gゴ
止
躙
這
事
瞑

9
。
反
対
説
も
あ
る
が
積
極
説
に
賛
し
た
い
。

、
、
、

代
襲
人
と
は
代
襲
権
者
で
あ
り
、
被
代
襲
人
が
遺
産
の
私
的
支
配
の
独
占
又
は
分
配
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
受
益
の
期
待
を
、
被
代
襲

い
と
い
う
理
論
に
従
う
わ
け
で
、

産
諸
関
係
の
下
で
は
、
私
有
財
産
は
家
族
生
活
の
物
的
基
礎
だ
か
ら
生
存
家
族
員
に
承
継
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
十
分
で
あ
ろ
う
。

昭

和

三

七

年

の

民

法

改

正

ま

で

、

被

相

続

人

の

血

族

に

限

る

か

(11被
相
続
人
の
直
系
卑
属
た
る
こ
と
を
要
す
る
か
）

蘊
讀
齢
）
、
被
代
襲
者
が
相
続
権
を
失
っ
た
当
時
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
（
ー
相
続
開
始
当
時
存
在
す
れ
ば
十
分
か
ー
）
が
争

わ
れ
て
い
た
（
臼
昇
麟
濃
寧
誓
曖
豆
辛
い
虹
面
応
麟
虐
駈
厭
認
戸
溢
遭
↑
玉
譴
暉
麟
雪
↑
聾
麟
蘇
嗅
誌
嗜
）
。
民
法
が
代
襲
権
者

を
、
ど
の
範
囲
で
認
め
て
い
る
か
は
、
扶
養
義
務
者
の
範
囲
と
の
対
比
ー
従
っ
て
相
続
の
「
扶
養
」
的
機
能
の
問
題
を
解
明
す
る
上

で
大
切
で
あ
る
。

代
襲
権
者
は
、
．
相
続
人
の
受
く
べ
き
受
益
を
、
私
有
財
産
制
1
1
家
族
制
の
下
で
は
、
相
続
人
に
代
っ
て
受
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
よ

い
人
で
あ
り
、
こ
の
「
期
待
の
尊
重
と
い
う
公
平
の
原
則
」
か
ら
、
被
相
続
人
と
の
間
に
血
族
関
係
が
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
理
論

に
賛
し
た
い
（
峠
釧
か
認
多
。
養
子
縁
組
以
前
に
生
れ
た
養
子
の
子
は
代
襲
相
続
権
を
有
す
る
と
解
し
た
い
（
』
暉
麟
止
虹
如
．
）
。
次
に
、

被
代
襲
者
が
相
続
権
を
失
っ
た
当
時
に
す
で
に
代
襲
者
は
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
に
つ
い
て
、
判
例
と
多
数
の
学
説
は
稼
極
に

解
し
た
（
咽
雰
鯉

~
f一
心
編
応
等
中
）
。
た
と
え
ば
「
相
続
権
喪
失
ノ
当
時
直
系
卑
属
存
在
セ
サ
ル
場
合
こ
権
利
ノ
主
体
ナ
ケ
レ
ハ
仮

令
其
主
体
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
カ
リ
シ
モ
ノ
後
日
出
生
シ
タ
リ
ト
テ
其
者
ノ
為
メ
ニ
権
利
発
生
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
（
麟
麟
誤
篇
予
一
疇

頭
瓢
・
ニ
類
判
戸
同
年
齢
紐
い
）
と
積
極
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
続
人
の
失
権
に
よ
り
、
そ
の
と
き
か
ら
推
定
相
続
人
は
推
定
相
続

人
で
な
く
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
後
に
出
生
し
た
直
系
卑
属
は
、
推
定
相
続
人
の
直
系
卑
属
で
な
く
、
当
然
、
代
襲
権
者
た
り
え
な

代
襲
権
者
は
、

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

ニ――
10
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、

一
方
で
、
代
襲
者
自
身
が
被
相
続
人
と
血
族
関
係

人
に
代
行
し
て
期
待
す
る
権
利
者
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
被
代
襲
人
が
失
権
し
て
そ
の
受
益
期
待
の
機
会
を
失
っ
た
と
き
か
ら
、
代
行

者
と
し
て
の
期
待
権
も
消
減
し
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

代
襲
相
続
を
「
生
活
保
障
の
範
囲
の
拡
大
（
或
い
は
縮
少
）
」
に
役
立
つ
と
か
役
立
た
な
い
も
の
と
か
の
考

え
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。
資
本
主
義
社
会
の
家
族
生
活
は
、
そ
の
物
的
基
礎
と
し
て
私
有
財
産
の
確
保
を
絶
対
的
に
必
要
と
す
る
。

そ
の
私
有
財
産
の
一
部
分
が
帰
属
主
体
を
失
え
ば
、

被
相
続
人
の
数
人
の
子
の
一
部
死
亡
の
時
だ
け
、

生
存
家
族
員
が
そ
れ
へ
の
私
的
支
配
の
独
占
又
は
分
配
に
つ
い
て

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

ん
か
直
系
阜
属
か
ぎ
ぎ
が
だ
い
加
に
齊
な
)
‘
ふ
‘

代
襲
相
続
の
前
提
を
考
え
る
上
で
も
、

相
続
人

(11被
代
襲
者
）
が
被
相
続

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

代
襲
者
は
相
続
人
の
直
系
卑
属
に
限
る
こ
と
は
当
然
で
、

「
権
利
」
を

こ
れ
ら
相
続
人
の
も
っ

受
益
の
期
待
の
権
利
を
代
襲
者
が
「
代
行
」
す
る
の
が
代
襲
相
続
だ
か
ら
こ
そ
、

に
立
つ
こ
と
は
必
要
で
な
い
（
認
如
醗
翫
応
暉
5
5
f
条
）
と
と
も
に
、
他
方
、
相
続
人
の
失
権
と
同
時
に
期
待
権
も
消
減
し
、
以
後
に

出
現
し
た
そ
の
直
系
卑
属
の
「
代
行
」
は
不
能
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

相
続
人

(11被
代
襲
者
）
の
全
員
死
亡
の
時
に
、
解
釈
上
の
争
い
と
な
る
問
題
が
あ
る
。
昭
和
三
七
年
法
四

0
号
に
よ
る
改
廃
前
に

は
、
直
系
卑
属
の
相
続
権
に
つ
い
て
の
第
八
八
七
条
、
同
条
に
よ
り
相
続
人
と
な
る
べ
き
者
の
直
系
卑
属
が
代
襲
相
続
を
す
る
場
合

に
関
す
る
第
八
八
八
条
、
こ
の
二
条
文
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
第
八
八
七
条
が
原
則
で
第
八
八
八
条
が
例
外
規
定
な
ら
ば
、

そ
の
相
続
人
の
子

(11被
相
続
人
の
孫
）
が
第
八
八
八
条
で
代
襲
相
続
す
る
と
解
さ

れ
、
全
部
死
亡
の
時
に
は
、
第
八
八
七
条
で
、
孫
全
員
が
代
襲
で
な
く
本
位
相
続
す
る
と
み
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
通
説
的
見
解
で
あ

我
要
1
1
有
泉
「
民
法
」

rn二
五
三
頁
、
中
川
「
全
訂
民
法
大
要
岬
族
法
・
相
続
法
」
）
。
こ
の
見
解
で
は
、
第
八
八
八
条
の
代
襲
相
続
は
、
相
続

三
一
六
頁
、
永
田
「
代
襲
相
続
に
関
す
る
諸
問
題
」
日
法
二
三
五
九
二
頁
以
下
等

っ
た

人
で
あ
る
直
系
卑
属
の
一
部
死
亡
の
場
合
に
限
ら
れ
、
同
条
の
準
用
に
よ
る
、
き
ょ
う
だ
い
に
つ
い
て
の
代
襲
相
続
（
コ
知
恥
鯰
条
）
も

三
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(8) 
う
ま
で
も
な
い
。

遣
産
分
割
の
一
般
的
基
準
と
し
て
の
第
九
〇
六
条
は

当
然
、
一
部
死
亡
の
場
合
に
限
ら
れ
、
き
ょ
う
だ
い
全
員
死
亡
の
時
に
は
、
そ
の
子
（
ー
被
相
続
人
の
オ
イ
・
メ
イ
）
た
ち
は
誰
も
代
襲

相
続
せ
ず
、
遣
産
は
国
庫
に
帰
属
す
る
こ
＇
と
に
な
る
。
第
二
説
と
し
て
、
き
ょ
う
だ
い
全
員
死
亡
の
時
に
オ
イ
・
メ
イ
の
、
直
系
卑

属
た
る
子
の
全
員
死
亡
の
時
は
直
系
卑
属
た
る
孫
の
代
襲
相
続
を
認
め
る
立
場
（
澄
咋

9
過
ぎ
項
繹
梵
虚
丘
セ
）
、
第
三
説
と
し
て
、

オ
イ
・
メ
イ
の
代
襲
相
続
を
認
め
つ
つ
孫
は
本
位
相
続
だ
と
す
る
説
（
励
馴
玉
一
辛
譴
頁
相
）
も
主
張
さ
れ
た
が
、
第
一
説
が
と
く
に
有
力

で
あ
り
え
た
理
由
は
、
単
に
第
八
八
七
条
と
第
八
八
八
条
と
を
「
原
則
」
と
「
例
外
」
と
い
う
よ
う
に
論
理
整
然
と
と
ら
え
て
解
釈
・

論
上
の
武
器
に
し
た
こ
と
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
現
代
家
族
が
小
家
族
型
態
を
と
り
、
扶
養
関
係
の
一
般
的
存
在
は
せ
い
ぜ
い

二
親
等
位
に
し
か
及
ば
な
い
か
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
授
与
意
思
も
二
親
等
位
ま
で
し
か
推
定
さ
れ
ず
、
相
続
範
囲
の
拡
大
は
抑
え

る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
の
客
観
性
に
よ
る
の
で
あ
っ
た
。
扶
養
の
範
囲
も
二
親
等
ま
で
が
原
則
だ
か
ら
、
相
続
の
場
合
も
、
代
襲

に
よ
る
オ
イ
・
メ
イ
の
例
外
的
相
続
を
せ
ま
く
解
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
釦
芦
臨
膠
翫
麟
↓
舷
コ
洪
正
記
ば
町
五
四
這
罐
凜

請
論
踪
翌
繋
顎
琵
吐
諜
窄
麟
JII
嘉
翡
応
騎
霜
瓢
迄
ヰ
翌
渭
か
ら
、
）
。

生
存
家
族
が
、
そ
の
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
分
配
と
い
う
利
益
を
う
け
る
権
利
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
代
襲
に
よ
っ
て
遠
い

一
方
、
相
続
人
（
ー
被
代
襲
者
）
の
相
続
す
べ
き
財
産
は
、
代
襲
者
家
族
に
と
っ
て
は
、

そ
の
私
有
財
産
の
一
部
を
な
す
べ
き
収
入
で
あ
り
、
き
ょ
う
だ
い
全
員
死
亡
の
時
に
、

言

一
部
死
亡
と
区
別
し
て
代
襲
権
を
奪
う
べ
き

で
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
の
条
文
の
改
廃
後
も
、
依
然
と
し
て
解
釈
学
の
争
い
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
い

相
続
分
は
、
法
定
順
位
に
従
い
決
定
さ
れ
、
相
続
人
の
経
済
状
態
に
応
じ
て
相
対
的
に
き
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
経
済
的

余
力
が
あ
る
か
否
か
に
関
係
な
く
法
定
相
続
分
（
噂
琴

o)が
決
定
さ
れ
る
。

血
縁
者
ま
で
相
続
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
が
、

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て
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(4) 

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

し
か
し
、
私
所
有
権
の
自
由
の
確
立

「
経
済
的
生
活
」
で
は
な
い
か
ら
、
相
続
人
た
る
富
裕
な
一
人
息
子
は
、
共
同
相

「
一
切
の
事
情
」
を
考
慮
し
て
分
割
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
経
済
的
単
一
性
を
も
つ
遣
産
を
、
各
相
続
人
の
相
続
分
の
割

合
に
応
じ
て
分
割
す
る
こ
と
が
、
実
際
に
は
困
難
な
た
め
に
設
け
ら
れ
た
基
準
で
あ
っ
て
、
か
っ
て
被
相
続
人
の
財
産
に
よ
っ
て
ど

の
相
続
人
が
ど
の
程
度
の
利
益
を
う
け
、
生
活
を
保
障
さ
れ
た
か
と
い
う
実
質
的
な
扶
養
関
係
の
分
析
ま
で
立
入
っ
て
分
割
せ
よ
と

い
う
の
で
は
な
い
。
各
自
は
、
相
続
分
を
、
遺
産
分
割
に
よ
る
「
収
入
」
と
し
て
得
る
の
で
あ
り
、
各
自
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は

「
法
定
相
続
分
」
に
相
当
す
る
持
分
で
あ
っ
て
、

続
人
た
る
貧
し
い
妻
（
母
）
の
二
倍
の
相
続
分
を
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

相
続
は
、
被
相
続
人
た
る
所
有
権
者
の
自
由
意
思
を
媒
介
と
す
る
、
任
意
的
私
益
的
制
度
で
あ
る
。
そ
の
任
意
性
は
、
被
相

続
人
側
か
ら
い
え
ば
、
遣
言
(
|
そ
れ
に
よ
る
遺
贈
•
財
産
処
分
や
相
続
分
の
指
定
・
認
知
）
や
生
前
贈
与
を
す
る
か
し
な
い
か
、
相
続
人
廃

除
を
す
る
か
し
な
い
か
の
自
由
、
相
続
人
側
で
は
、
法
律
上
又
は
事
実
上
の
放
棄
を
す
る
か
ど
う
か
、
単
純
又
は
限
定
承
認
、
相
続

回
復
の
訴
求
、
遺
留
分
減
殺
の
請
求
等
を
す
る
か
し
な
い
か
が
自
由
で
あ
る
点
に
示
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
民
法
は
、
財
産
相
続
に

よ
る
生
活
保
障
を
制
度
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
所
有
者
な
き
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
の
分
配
又
は
独
占
を
、
そ
れ
を
物
的
基

礎
と
し
て
い
た
家
族
の
成
員
の
自
由
に
委
ね
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
遺
留
分
制
度
は
、
遣
言
自
由
を
制
限
し
て
、
生
活
保
障
の

限
界
的
役
割
を
果
す
た
め
の
も
の
だ
と
一
般
に
い
わ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
も
、
法
定
相
続
分
制
度
同
様
に
、
被
相
続
人
の
恣
意
的

な
家
産
処
分
を
制
約
す
る
目
的
を
も
っ
て
出
現
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
（
前
述
二
参
照
）
。

し
た
近
代
社
会
以
後
、
遺
留
分
制
度
は
、
被
相
続
人
の
遺
言
権
ー
~
そ
れ
は
結
局
、
私
所
有
権
の
絶
対
性
の
反
射
で
あ
る
ー
|
．
の
強

化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
正
面
か
ら
こ
れ
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
古
典
的
固
定
的
な
構
成
は
維
持
さ
れ
得
ず
、
こ
こ
に
遺
留
分
算

定
の
基
礎
と
な
る
遺
産
総
額
の
決
定
を
ど
う
す
る
か
の
側
面
で
問
題
が
調
整
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
現
．`
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に
、
私
有
財
産
の
私
的
支
配
は
、

代
相
続
法
の
遺
留
分
制
度
は
、
す
で
に
そ
の
算
定
の
段
階
で
、
被
相
続
人
に
、
相
続
開
始
一
年
以
上
前
の
財
産
処
分
の
自
由
を
認
め

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
（
匠
匡
叶
浪
飢
髯
繹
蒻
嬬
茫
註
戸
暉
戸
5
恥
邑
、
被
相
続
人
は
生
存
中
の
贈
与
行
為
に
よ
っ
て
、
残
さ

る
べ
き
遺
留
分
の
法
制
が
、
相
続
に
お
け
る
「
生
活
保
障
」
的
要
素
の
集
中
的
表
現
だ
と
し
て
も
、
如
上
の
よ
う
に
、
私
有
財
産
へ

の
私
的
支
配
の
シ
ス
テ
ム
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
が
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

相
続
権
は
、

扶
養
請
求
権
と
同
様
に
、

相
続
の
根
拠

親
族
関
係
を
基
礎
と
す
る
点
で
身
分
権
で
あ
り
つ
つ
財
産
権
と
し
て
具
体
化
す
る
と
は

い
え
、
扶
養
請
求
権
と
異
っ
て
公
益
的
社
会
保
障
的
性
格
を
帯
び
な
い
か
ら
、
放
棄
や
譲
渡
・
事
前
の
譲
渡
制
限
契
約
や
分
割
禁
止

契
約
な
ど
を
随
伴
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
遺
産
分
割
前
の
段
階
で
ー
相
続
権
が
具
体
的
な
給
付
請
求
権
に
転
化
す
る
前
に
ー
譲

一
種
の
先
買
権
と
も
い
わ
れ
る
相
続
）
。

渡
の
許
さ
れ
る
こ
と
当
然
で
あ
る
百
分
の
譲
渡
ー
取
戻
権
—
第
九

0
五
条

ー

相

続

の

「

生

活

保

障

」

的

機

能

の

限

界

I

J
 c
 

通
説
が
、
現
代
相
続
の
根
拠
と
し
て
「
生
活
保
障
」
と
「
緊
密
な
協
同
関
係
」
を
あ
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
し
か
し
、

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
古
く
相
続
は
生
存
家
族
の
生
活
保
障
と
い
う
要
求
を
は
な
れ
て
、
被
相
続
人
の
私
有
財
産
の
私
的
支
配

を
生
存
家
族
員
に
分
配
又
は
独
占
さ
せ
、
財
産
の
無
用
な
廃
棄
を
回
避
す
る
と
共
に
、
そ
の
利
用
に
よ
る
生
存
家
族
の
生
活
に
役
立

た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
資
本
主
義
社
会
と
な
り
、
財
産
の
私
的
所
有
は
個
人
の
自
由
な
私
権
と
し
て
確
立
さ
れ
る
と
共

四
、
結
1

父
（
夫
）
を
主
労
働
力
と
し
て
経
済
的
に
は
消
費
団
体
化
し
た
近
代
家
族

(11婚
姻
家
族
）
の
物
的

び

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

二
三
四
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
蓑
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

化
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、
相
続
の
一
般
的
根
拠
は
、
生
存
家
族
員
に
死
者
の
私
有
財
産
の
利
用
を
認
め
る
と
い
う
恩
恵
と
、
経
済
的
効
用
の
あ
る

財
貨
の
保
持
で
あ
っ
て
、
私
有
財
産
制
の
確
立
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
家
族
の
存
在
型
態
も
こ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
ら

（

裔

饂

紐

釘

誌

界

齢

渇

環

輝

踪

翻

酌

舘

転

鴇

紐

媒

嘉

鴨

話

騒

樟

替

釘

紐

翌

臨

和

応

を

疇

五

趾

嘘

疇

紐

釦

[

嘔
臼
翫
認
輝
翻
仰
譴
這
噂
）
、
相
続
は
、
生
存
家
族
員
が
、
そ
の
私
有
財
産
へ
の
私
的
支
配
を
独
占
又
は
分
配
す
る
た
め
の
財

産
継
承
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
制
限
的
に
で
も
私
有
財
産
制
を
認
め
る
以
上
、
こ
う
い
う
相
続
の
性
格
は
、
社
会
主
義
国

家
に
も
妥
当
す
る
。
差
異
あ
り
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
国
家
で
は
、
私
的
支
配
の
対
象
と
な
る
財
産
が
無
限
定
の
た
め
、
利
己
的
挑
他
的

資
本
集
中
的
な
分
配
・
独
占
が
正
当
化
さ
れ
る
に
対
し
、
社
会
主
義
国
家
で
は
相
続
財
産
に
限
定
が
つ
け
ら
れ
（
二
訟
戸

g必
釦
町
リ
）
、

し
か
も
前
述
の
よ
う
な
相
続
の
一
般
的
根
拠

(11原
初
的
相
続
観
念
）
だ
け
に
立
脚
し
、
個
人
的
共
同
的
財
貨
利
用
権
的
分
配
が
正
当

い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

い
て
、

私
有
財

基
礎
と
し
て
尊
重
・
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
相
続
権
は
、
こ
こ
で
は
、
帰
属
主
体
を
失
っ
た
財
産
の
私
的
支
配
を
ー
そ

れ
が
家
族
生
活
の
物
的
基
礎
で
あ
っ
た
が
故
に
ー
生
存
家
族
員
が
、
「
権
利
」
と
し
て
分
配
又
は
独
占
し
合
う
た
め
の
も
の
と
し
て

現
わ
れ
る
。
自
由
•
平
等
を
法
原
理
と
す
る
以
上
、
こ
こ
で
は
、
共
同
相
続
人
に
よ
る
私
的
支
配
の
「
分
配
」
関
係
は
、
同
親
等
間

共
同
相
続
の
場
合
の
相
続
権
は
、

の
場
合
に
は
「
均
分
」
を
原
則
と
し
、
各
相
続
人
の
要
扶
養
程
度
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
逆
に
、
法
定
・
指
定
相
続
分
の
決
定
に
お

婚
資
・
学
資
な
ど
の
特
別
受
益
分
が
問
題
と
な
る
（
辛
紅

o)ー
と
い
う
こ
と
は
、

産
の
承
継
に
よ
る
受
益
の
恩
恵
が
実
質
的
に
「
均
等
」
に
な
る
よ
う
に
互
い
に
対
抗
し
合
う
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
各

受
益
者
が
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
を
保
障
で
き
る
か
ど
う
か
は
無
論
、
保
障
の
必
要
度
に
応
じ
た
相
続
分
と
い
う
考
え
方
さ
え
存
し
な

二
三
五
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を
原
則
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
所
有
権
支
配
の
転
換
」
「
私
的
権
力
の
独
占
と
財
産
偏
在
の
助
長
」
等
と
な
ら
べ
て
「
個
人
の
自
己
責
任
の
昂
揚
」
が
、
相
続

の
機
能
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
(
”
紐
=
ニ
i

聾
環
霰
這
翌
氏
碑
芦
）
。
「
私
有
財
産
権
の
個
人
相
続
制
が
承
認
せ
ら
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
こ
れ

が
、
死
後
に
お
け
る
近
親
の
生
活
保
障
と
い
う
、
個
人
の
正
当
な
根
源
的
要
請
に
適
合
す
る
の
み
で
な
く
…
…
（
市
民
社
会
の
共
同
目

的
に
も
国
家
の
不
減
性
に
も
合
致
）
す
る
か
ら
」

死
後
に
お
け
る
近
親
の
生
活
保
障
は
、

人
の
正
当
な
要
求
で
あ
り
、
私
有
財
産
相
続
制
は
こ
の
要
求
に
合
致
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
勤
勉
心
・
営

利
心
・
貯
蓄
心
を
促
進
し
、
結
局
、
生
活
意
欲
や
自
己
主
張
意
思
を
振
興
す
る
か
ら
、
相
続
は
「
自
己
責
任
の
昂
揚
」
の
機
能
を
果

す
と
い
う
の
で
あ
る
。
相
続
の
機
能
と
し
て
掲
げ
る
に
は
、
心
理
学
的
必
然
性
を
重
視
し
す
ぎ
て
い
て
、
多
少
気
に
な
る
け
れ
ど
も
、

相
続
が
一
切
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、
直
ち
に
死
後
の
家
族
の
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
不
安
が
高
ま
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
、
相

続
が
、
生
存
家
族
員
に
生
活
保
障
へ
の
期
待
を
与
え
る
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
争
え
な
い
。

相
続
が
、
生
存
家
族
員
の
生
活
保
障
を
直
接
の
目
的
と
し
て
定
立
さ
れ
る
制
度
と
い
え
な
い
に
せ
よ
、
制
度
と
し
て
、
生
活
保
障

の
機
能
を
果
す
こ
と
は
、

が
、
民
法
の
、
相
続
と
扶
養
の
類
似
を
指
摘
・
支
持
す
る
の
は
、
そ
の
機
能
の
側
面
か
ら
で
あ
り
、
両
者
と
も
二
親
等
ま
で
の
限
界

一
応
、
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
高
梨
「
代
襲
相
続
権
」
、

〔2） い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
続
は
私
有
財
産
制
1
1
家
族
の
制
度
を
前
提
と
し
、
超
世
代
的
に
資
本
を
移
転
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

生
存
家
族
員
の
生
活
保
障
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
遺
留
分
。
法
定
相
続
制
を
含
め
て
、
相
続
の
構
造
を
検
討
し
た

と
き
に
解
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

相
続
の
「
生
活
保
障
」
的
機
能

と
説
か
れ
る
（
同
上
九
八
頁
）
。

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

野
田
「
身
分
法
学
」

二
三
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五
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な
ど

ま
さ
に
個
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わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て

に
）
広
い
こ
と
は
、

扶
養
に
お
け
る
生
活
保
障
は
、
実
際
的
具
体
的
な
貧
困
か
ら
の
救
済
で
あ
り
、

し
か
し
、

相
続
制
度
の
根
拠
は
、

特
色
の
原
因
と
し
て
、

一
方
的
な
犠
牲
（
出
費
）
に
お
い
て
他
の
生
活
を

あ
く
ま
で
私
有
財
産
の
私
的
支
配
の
貫
徹
で
あ
り
、

「
安
定
」
に
ま
で
保
障
す
る
。
法
構
造
も
、

扶
養
義
務
者
の
範
囲
が
（
比
較
法
的

「
保
障
」
機
能
の
非
現
実
化
・
弱

他
人
の
た
め
の

(
S
a
v
a
 ti
e
r
)

で
あ
る
扶
養
の
根
拠
が
私
有
財
産
の
私
的
支
配
へ
の
制
限
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
債
務
な
き
出
費
」

相
続
の
根
拠
や
構
造
は
、

「
扶
養
法
」
的
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の
相
続
が
、
た
ま
た
ま
生
活
保
障
の
機
能
を
果
す
と
し
て
も
、

の
性
格
は
、
扶
養
の
機
能
す
る
「
保
障
」
の
そ
れ
と
質
的
に
異
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
保
障
」
を
直
接
の
目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
「
保
障
」
は
救
済
で
あ

り
給
付
で
あ
り
具
体
性
を
も
つ
。
相
続
の
そ
れ
は
、
無
産
階
級
で
は
生
計
に
寄
与
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
資
本
家
階
級
で
は
取
得
し
て

も
し
な
く
て
も
生
計
に
は
ひ
び
か
な
い
と
い
う
、
要
す
る
に
抽
象
的
観
念
的
な
利
得
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
い
う
「
保
障
」
は
、
私

有
財
産
の
増
加
で
あ
り
受
益
で
あ
り
観
念
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
制
度
の
機
能
と
し
て
も
、
相
続
の
場
合
、

以
っ
て
「
広
義
の
扶
養
に
包
摂
さ
れ
て
よ
い
」
と
断
じ
る
に
は
抵
抗
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
民
法
上
、
危
機
に
立

つ
近
代
家
族
の
物
的
保
障
と
し
て
、
扶
養
と
相
続
の
二
つ
の
制
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
両
者
の
「
生
活
保
障
」
機

能
の
間
に
矛
盾
が
見
出
さ
れ
る
と
共
に
、
無
産
大
衆
の
窮
乏
化
の
進
行
過
程
で
は
、
皮
肉
に
も
、

と
い
う
伝
統
的
思
想
に
根
差
す
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
大
衆
窮
乏
化
過
程
に
お
い
て
、

「
生
活
保
障
」
の
故
を

化
と
い
う
両
者
に
共
通
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
比
較
法
的
に
は
、
扶
蓑
義
務
者
の
範
囲
の
広
い

の
と
反
対
に
、
相
続
権
者
の
範
囲
の
狭
い
の
が
わ
が
民
法
の
特
色
だ
と
い
わ
れ
る
（
冦
輝
手
桑
量
瞑
碑
た
麟
言
）
。
来
栖
教
授
は
、
そ
の

「
相
続
範
囲
は
狭
く
す
べ
き
だ
と
い
う
思
想
の
影
響
」
も
考
え
ら
れ
る
が
、
む
し
ろ
、
「
家
の
た
め
の
養
子
」

親
族
に
よ
る
生
活
保
障
の
機
会
に
（
相
対
的
に
は
）
恵
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
相
続
範
囲
が
狭
い
と
い
う

二
三
七

「
保
障
」
非
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「
扶
養
法
」
的
機
能
は
、

い
よ
い
よ
、
鮮
明
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
と
は
、

二
三
八

扶
養
請
求
権
者
で
あ
り
な
が
ら
相
続
権
者
た
り
え
な
い
者
が
（
比
較
法
的
に
）
多
い
こ
と
に
な
る
（
韓
翠
芦
厨
輝
に

m]｝？紐
5

釦
釦
如
に
か
い
品
翫
腔
恥
5

ぎ邸
g
。
か
く
て
、
ま
す
ま
す
、
相
続
に
よ
る
受
益
の
期
待
可
能
性
は
、
有
産
階
級
に
属
す
る
一
部

家
族
だ
け
の
も
の
と
な
り
、
し
か
も
（
比
較
法
的
・
相
対
的
に
は
）
少
数
近
親
者
だ
け
に
遺
産
が
集
中
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
更
に
|
ー
~

来
栖
教
授
の
指
摘
に
従
え
ば
ー
—
後
嗣
の
た
め
の
養
子
と
い
う
伝
統
的
意
識
の
存
続
に
も
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
相
続
法
の
非

わ
が
「
相
続
法
」
の
非
「
扶
養
法
」
的
性
格
に
つ
い
て
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